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4

要旨 ；コ ン ク リ
ー

ト圧 糊 鍍 34．1，65．3N ！mm2 ，横拘 束離 伏ヨ鍍 404〜1413N！ 
2
を用 い た，

円形断面 を有する RC 柱の 一軸圧縮実験を行 っ た。実験よ り，圧縮強度発現 後に ひずみが 増

加す る破壊領 域長 さは ，
コ ン ク リ

ー
ト圧縮強度や 横拘束筋 体積比 の 大 き さに よ り変 化す る こ

とが確認 され ，そ れ は ，構成材料 の 強度 と横拘束筋量か ら求 め られ る有効横拘束圧 を用 い て

定量 化 され た 。さ ら に，エ ネル ギー基準に基 づ く平均化応 カ
ーひ ず み関係 を提案 し，ひ ず み

の 平均化長 さ（圧縮変位 の 計測 長）に 関 わ らず本実験結果 を再現 可能 で あ る こ とを確 認 し た 。

キーワー ド ： 高強度 コ ン ク リ
ー ト，

一
軸圧縮実験，破壊領域，圧縮破壊 エ ネ ル ギー

1．は じめ に

　著者 らは ， 圧縮 強度 が 100N！mm2 を超 えた コ ン

ク リー
ト，お よ び 降伏強度が 1000N！mm2 以上 a，

鉄筋を用 い た RC 部材 の 実用化を 目指 し た研究

を行 っ て い る 。 そ の
一

環 と し て ，全 48 体の RC

角柱 の
一軸圧 縮実験 を実施 し，コ ン ク リー ト圧

糊 鍍 が約 40 〜 130N1  

2
，横拘束筋降伏醸 が

約 300〜1450　Nrmm2 ，勲 輸 体積比が 2．2°

／。 ま

で の 範囲に ある高強度 RC 角柱 に適用可能な コ

ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの 平均化応カ
ー

ひず

み 関係 を提案 した
且〕

。 圧縮破壊 エ ネ ル ギ
ー

を介 し

た こ とで ，ひずみ の 平均化長 さに 応 じ て 圧 縮強

度発 現後 の 軟化 曲線が 変化 し
， 圧縮 変位 の 計測

長が異 なる 実験結果 の 再現 も 可能に なる な ど ，

既 往 の コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの 平均化応

カ
ー

ひずみ 関係 に 比 べ ，著者 らの モ デ ル は ，非

常に高 い 汎用性 を有す る こ とを確認 した。

　これ まで に著者 らが用 い た全 て の 実験供試 体

は，1辺 250mm の 正方形 断面 で ， 高 さ 750  の

形状を有 し てお り，圧縮破壊 エ ネル ギーや破壊

領域長 さに与 え る供試 体寸法や 断 面形状 の 影響

が評 価で きず ，今後 の 課 題 と され て い た 。 そ こ

で 本研究で は ，新た に，高さ 900   ，直径 300 

の 円形断 面を有す る RC 柱 を作製し，断面形 状が

破壊領域長 さや平均化応カ
ー

ひ ずみ 関係 に与 え

る影響 を考 察 した 。

2．実験概要

2．1 供試体諸元 と使用材料

　実験供試 体の
一

覧を表一1 に 示 す。な お ，表一

1 に は ，参考文 献 1）で 用い た RC 角柱 の 横拘束筋

拘束形状（Type −A ，　Type−B）も示 して い る。 また，

− t
例 と し て ，NFIP3Y4 の 配筋状況を図一1 に 示

す。供 試体 の 破壊が 柱脚 部 と試験機 との 拘 束部

付 近 に 集 中す る こ とを避 け るた め，供試 体の 上

下端 の 約 0．3D （D ：直径）の 糊 （75
〜100  ）で は

横拘 束筋を密 に配筋 した 。

　各供試体に は ，図
一1 に 示 す よ うに，供試 体中

央位置 に ひ ずみゲージを 5cm 間隔 に 貼付 し た 異

形角型ア ク リル 棒を埋 め込んだ。なお，こ の 各ひ

ずみ ゲージか ら得 られ る値 を以降で は局所ひ ず

み と呼ぶ。こ の 計測方法は，圧縮力作用化 の コ ン

ク リ
ー

トで 生 じる破壊領 域（ひず み進展領 域）と非

破壊領域 （ひ ずみ 後退領 域）を実測す るた め に

Nakamura 　and 　Higai2）が 考案した もの で あ り， 全 て

の 局所 ひ ず み を積分 し て 得られ る 変位 は，変位計

に よ り測定 され る供試 体全 長変位（上下圧盤間距

離 の 変化 量）に概ね
一致す る こ とを確認 して い る、
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表
一1　供 試体諸元 の

一
覧

横 拘 束筋

供 試体 名
．Ill

コ ン ク リ
ー

ト

　lL 縮強度
　　　　　，
　 【N，．mr 卩

．
｝

軸方向鉄筋 径

lmm ｝

間隔

〔mml

体績比

（％ ，

降伏強度　　　凡
（Nmln つ

拘 ・樹 彡
11
丿、．1ユ1Il

．
縮強度

〔N ’  ’
）

破 壊領 域

　長 さ

　〔mm ｝

CFIPIYl 64 191 4〔14 T 、 c−G 465 6〔lo

CFIPIY2 6425 L9 ［ 975 T　 じ一G 66．6 950

CFIPIY4 6、2 1．臼1 1413 T、 e−G ア3．4 900

CFIP2Y2 64 1〕96 9ア5 τ　 c−G 429 6〔m

CHp2Y4 34」
D 斜 仁

SD2 り5
6250 o．9且 1413 T　 e−G 42．4 650

CFIP3 、
’
4 6．28D O．57 14B T　 e−G 3需．6 500

NFIPIY4 6235 置．94 14B T　 e −GH 7L8 呂50

NFIP2Y4 627 〔匠 〔197 1413 「　 e −（｝H 413 55〔，

NFIP3Y4 62125o ．5斗 14】3
「
【ヤ c −GH 33．7 500

CF2PlYI 6．4 1．9L 404 圃
1
、 ¢
−U ア斗．3 250

CF2PIY2 6425 【9L q了5 T　 e−G 903 55（1

　　CF2PIY4一 62 L91 1413 T　 e−G 95、言 650

C12P2Y2 64 ll％ 975 T　 c．G 66．9 　 ，トへ1一
〔卜2P2Y4 653

D6．44 く

SD295
6、250 Dgl 1413 T　 c−G 6呂．3 400

⊂F2P3Y4 62 黝 D57 L4B T 、 c・G 595 41｝o

NF2PIY 斗 6．235 1り4 1413 I　 c −GH 92．3 7〔舮o

NF2P2Y4 6．270 0．り7 1413 T 、
．
e−Gll b9、5 斗50

N ド2P3Y4 62 ］25 〔｝r4 14B T　 じ
一GH 542 250

庄 D 二 の 他 に ，横拘 躯筋を 皆た な い 無拘 痕供 試体を圧 縮 　 注 2）

　 　 強 度毎に 2 体製作 し て い る

注 3）局 所 ひ ず み か ら 言1算さ巾 る 肇長 変 位 と供 試 体 4 側 面

　 　 に 設 置 した 変位 計 の 値 が　致 L な い 供 試 体

　実験 因子 は ，
コ ン ク リ

ー
ト圧縮強 度 σ 1（34．1，

65・3N ！mm2 ）， 横 拘束筋 降伏強 度 ん （404 〜 1413

N 〆mm っ， 横拘束筋体積比 ρ、（054 〜L94％ ）， お よ

び 横拘束筋拘束形状（Type−G ，　 Type−GH ）で ある。

コ ン ク リ
ー

ト圧 縮強度毎 に横拘束筋を配 筋 しな

い 無拘束 供試 体 を 2体 作製 し，コ ン フ ァ イ ン ド効

果 を評価す る際 の 基準 と し て い る．全 て の 供 試

体 の 軸方 向鉄筋 に はSD295 を4本使 用 して い るが，

そ の 荷重 負担分は 非常に 小 さい た め ，作用荷重

を コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの 平均応 力 に変

換す る際に は そ の 負担分を無視 し て い る。

混和斉IJは ，
σ ニ

ー34．1N ！mm2 の コ ン ク リ
ー

トに は ，

減水剤 とM 剤，σ 1−65，3N！ 
2
の コ ン ク リ

ー N こ

は 高性能減水剤を用い た。また， ff：　
＝65，3N ／mm2

の コ ン ク リ
ー

トに は高強 度混 和材 を使 用 して い

る。粗骨材 の 最大寸法は 全供試体で 15mm と し た。

2．2 実験条件 お よび測定項 目

　載荷に は，10MN 大型載荷試験装置 を用い た。

こ の 試験装置は ， 油圧負荷式 の 4本柱構 造 で ，負

荷速度 と し て O．Ol’v50mm ！min の 載荷が可能 な非

常に 剛性 の 高い 試験機 で あ る。載荷 は ，（i）供試

体全長 の 平均 ひ ず み が 3％ に 達す る，（ii）荷重 が最

大 荷重の 10％ まで 低 「す る，の い ずれ か の 条件に

　 1
’
ype

−G　　　丁ype
−GH 　　　Type

−Al］

　　　 Type−Bl｝

○   鷽 田
ひ ず み ゲ

ー・
ン 　■

図
一1　供試体配 筋の

一例 （NFIP3Y4 ）

（
臆

吐層
凶
細娼
框

t

（
墅

区

禦
堰）

該当し た 時点で 終了 し た。測 定項 貝は ，荷重 ， 供

試体4側面 で 測定され る 供試体全長 の 圧縮変 位，

横拘束筋ひずみ ，お よ び異形角型ア ク リル 棒に よ

っ て 測定 され る供 試 体軸方 向 の 局所ひ ず み で あ

り，あわせ て 損傷状況 を観察し て い る。

なお ， 表
一1に示す供試 体は ， 全 て 約 20   の

か ぶ り コ ン ク リ
ー

トを有する。そ こ で ，無拘束供

試 体 の 挙動 と 激 す る と仮定 し て 求め た か ぶ り

コ ン ク リー ト負担分の 荷重を全荷重か ら引き，そ

れ を コ ア 断 面積で 除す こ とに よ っ て コ ン フ ァ イ

ン ドコ ン ク リ
ー

トの 平均 応力 を求 めた。
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3，実験結果

3．1 破壊領域

　異形角型 ア ク リル 棒よ り得 られ る 平均 応 カ
ー

局所 ひ ず み 関係 の
一

例 と して ，CF2P3Y4 の 結果

を図 一2 に 示 す 。 図
一2 に は，最終的な供試体 の

破壊状況 も示 L て い る。RC 円柱 を用 い た実験で

も，角柱 の 場 合 と同様 に，圧 縮強度発現 後 に ひ

ずみ が大き く増加 する ひ ずみ進 展領域（例 ： ゲ
ー

ジ番号 5），ひ ず み が減 少 す る ひ ず み 後 退 領 域

（例 ； ゲージ番号 1），そ して ，圧縮強度発現後，

わずか に ひ ずみ が大 き くな っ た あ とに ， 応力 の 減

少 に対 しほ とん どひずみが 増減する こ と の な い

ひずみ 停滞領域（例 ： ゲ
ージ 番 号 10）が存在す る。

　 ひ ず み進展領域な ど の 各 領域長 さ は ，コ ン ク

リ　
一一

ト圧縮 強度や横拘束筋量 な どに よ り変化す

る。コ ン フ ァ イン ドコ ン ク リー トの 圧 縮強 度 σ 。．

の 発 現 後に ， 応力 が 0．8 σ
。，
まで 低下 し た ときの

局所ひ ずみ分布 の
一

例 を図
一3 に示 す。図

一3 に

は ，参考文献 1）で 行 っ た RC 角柱 の 実験結果（TF2

P2Y4 ，σ 1−80．O　N！mm2 ，ム
ー 1420　N ！mm2 ，　 A −

o．96％ ，横拘 束筋拘 束形状 Type −B ）も示 し て い るD

ひ ずみ 進展領域が 大きい 供試 体は ，圧縮強 度 発

現後 の 軟化勾配が緩 やかで あ り，そ の 長さは，断

面形状の違い を含む横拘束筋拘束形状，横拘束筋

体積比，お よび材料強度 によ り変化 す る。

　 こ こ で ，後述する エ ネル ギ
ー

基 準に 基 づ く平

均化応 カ
ー

ひ ずみ 関係 を提案するた め，ひずみ

停滞領域の 存在を考慮 し た圧縮破壊 エ ネ ル ギ
ー

の 消費領域（以後 ， 破壊 領域）長 さ を 新た に 定義す

る。参考文献 1）に あ る RC 角柱 48 体，お よび 表

一1 の 18 体に 対 し て ，（i）破壊領城内 で 吸収 され

る圧縮 破 壊 エ ネ ル ギ
ー

と，応カ
ー全長 変位関係

か ら求め られ る値の 差を可能 な 限 り小 さ くす る，

お よび（ii）図 一2 の よ うな軸方向ひ ずみ 分布 を基

に ，大 きな 局所ひ ず みが 生 じ る領域長 さを特 定

で きる指標 と す る ，こ とに 配 慮 し，破壊領 域長

さ Lp は，無拘束供試体 の 圧縮強度発現時 ひ ず み

edl の 3 倍以上 に局所 ひ ず み が 増加 した領域 と定

義 した。なお ，こ の 定義の 破壊領域内 で吸収 さ

れ る 圧縮破壊 エ ネ ル ギ
ー

は ，平 均的に応カー全

据［］巫盃

↑
7　 　　 8

且314

9 　 　 11　 　 　 　 　 1210

15　 　 　 1617Is

　図一2

　 900

　 800

　 700

　 600
倉
旦 500

物 　 4001
哩
　 300

　 200

　 100

」剄 　 一 巡 廴 →

局所ひずみ の分布の
一

例（CF2P3Y4 ）

O　　　　　　　　　　O．Ol　　　　　　　　　O．02　　　　　　　　　0，03

　　 　 　 　 　 局 所 ひ ず み

　図
一3　軸方向ひずみ分布の 違い

長 変位関係 か ら求め ら れ る 値の 8 割程度 を確保

で き て お り ，
こ の 値 を用 い た平均化 応 カーひ ず

み 関係 は ，破壊領域か ら供試 体全 長ま で の 範囲

で ひずみ の 平均化長 さを変化 させ て も，実験結

果 を概ね再現可能で ある。なお，参考文献 1）で

は，RC 角柱 の み の 実験結果 を基に，コ ン フ ァ イ

ン ドコ ン ク リ
ー

トの 圧縮強度発 現時 ひ ず み ecrの

2 倍以上 に局所 ひず み が増加 し た領域 を破壊領

域 と定義 し て い る が，RC 角柱 の 場合，こ の 長さ

は ， 前記 の 定義か ら求め られ る破壊領域長 さ と

ほ とん ど同 じに な る こ とを確認 し て い る。図一3

に は ， こ の 定義か ら求 め られ る破 壊領域 長 さを

示 し て い る。他の 供試体の 破壊領域長 さは 表一1

に示 して あ る ，

　破壊領域長 さ Lp に関係する前記 の パ ラメ
ー

タ

は ，参 考文献 1）で 定義 し た有効横拘束圧 p 。（式〔1））

と コ ン ク リー ト圧 縮強度で 包含で きる。

　　　 P，ニ κ，ρ必 ．t、　　　　　　　　　　 （1）

こ こ に， ρ．は横拘束筋面積比 ，fs．c は圧 縮強度

発現 時の 横拘束筋作用応 力， keは Mander ら
31
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　 9

（
80

塁7・・

￥・　600

醍5°°

蟹 400

蠶・  ・

鰹 200

DOOO

　　　 ▲ 　　 　 Q
伍

o

　　　　　　　　　　　 △ 　　　　　　　△

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △

　　　 o
△

　　　　　　　　提 案 式（式（2））

00000000

  00000

　 o
▲

　 　 ●

　 σ ∵

〔N！mm2 ）

横拘束筋拘束形状

Type−A ，B り Type−G ，GH
　　 ○

■
39．2，34、1 ▲ △

90．0，65，3 ● ○

ll6 ■

0
　 0　　 　　　　　 　 0．2　 　　　　　 　　 〔〕．4
　 　 　 　 　 　 　 　 Pe！σdl

図
一4　式（2）と破壊領域長 さの 関係

2．

　

　

　

　

m

ゼ

週

燃
緩

　 　 　 　 軸ひ ず み

（a）普通強 度（39．2，34．INlmm2 ）

　 　 　 　図
一6

3

　 　　 　 　 　 　　 横拘束筋ひ ずみ

　 　 　 0　　　　 　　　　　 　 0．005　　 　　　　　 　　　0，01
　 900

　 800
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　 　 　 　 軸 ひ ず み

（b）普通強度（80．0，65．3Nlmm2 ）

断面形 状が平 均化応カー
ひずみ 関係に 及ぼす影響

の 有効横拘束係 数 で ある 。

　ゐ ．
は ，参考文献 1）と Cusson　and 　Paultre4）の 手

法 か ら円柱 お よび角 柱供 試体 を対象にそ れぞ れ

算定 し， コ ン ク リー トjEWt強度は，無拘束供試

体 の 圧 縮 強度 ac−o で 表す。　pe と σ。o を用 い て 求 め

た破壊 領域長 さ Lp の 回帰 式を式（2）に示す、

　　　L
．

− 11・・〔堤ヂ　 　 …

　回帰式 と各供試体の破壊領域長 さ Lpの 関係 を

図一4 に 示 した。図一4 に示 され るよ うに ，ρノσ 。。

の 増加によ り破壊領域長 さは 大きくな り，横拘朿

圧が大きく，また コ ン ク リ
ー

ト圧縮強度 が 小 さい

供試 体 ほ ど圧 縮強度発 現 後 の 応カ ー全長変位 関

係 の 軟化勾配 が緩 や か とな る こ とに対応 し て い

る。断面形状 の 違 い を含む 横拘束筋拘束形状 の 変

化 が ある場合に も，有効横拘束圧 pe を用い る こ と

で ，破壊領域長さ は 式（2）で 統
一
的 に表 現 され た 。

3．2　軸方向ひずみ と横拘束筋ひずみ の 関係

　圧 縮強度 発現後 ， 応 力が圧縮強度 の 80％ ま で

戸−
日
日丶
Z」

σ
L〔 ムご： コ ン タ リートヤ ン グ

ぬ 供試 体全 長 高 さ（900

σ
亠

2

E‘〃

変位 （m 皿 ）　　
δ

　 図
一7　圧縮破壊 エ ネル ギーの 定義

低 トした時点で の 局所ひ ずみ と横拘束筋ひ ずみ

の 関係 の
一

例を図
一5 に示す 。 局所ひずみ と横拘

束筋ひ ず み の 分布 形状 は概ね 一致 し，破壊領 域

の コ ア コ ン ク リー トの 横膨 張 に 合 わせ ，横拘 束

筋か ら受動的な横拘束圧が コ ア コ ン ク リー トに

与え られ て い る。前記 の 破壊領域長 さ Lp内 にあ

る局所ひ ずみ の 平均値 と横拘束筋ひ ず み の 平均

値 の 比 展
＝
（横拘 束筋ひ ずみ）f（局所 ひずみ））を全供

試体に 対 して 求めた と こ ろ，圧縮強度発現時 の r

の
’

ド均値は 0．44 で あ り，そ の 後 の 応力 の 低 ドに
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図
一8　供試 体全 長で の 平均化 応 カ

ー
ひずみ 関係の 比較

図一9　破 壊領域内の 平均化応 カ ー
ひずみ 関係の 比較

対する r の 減少程 度は，RC 角柱 の 実験結果
且
空

ほぼ同様 であ る こ とを確認 して い る。

3．3　破壊領域内の平均化応カー
ひずみ 関係

　横拘束筋体積比 が約 05 ％，横拘束筋降伏強度

が約 1400N！mm2 であ り，横拘束筋拘束形 状 が

Type −Al ）

と Type−G の 供試 体 か ら得 られ る平均化

応 カ
ー

ひ ず み 関係 を 図
一6 に 示 す。図一6 に は ，

破壊領 域内の 局所 ひ ず み を積 分 し て 求 め た平均

化応 カ
ー

ひず み 関係 と，変位 計 に よ り測定 され

る供試体全長変位か ら求め た 平均化応カーひ ず

み 関係 を示 して い る．縦 軸は、参考文 献 1）と表

一1 の 供試体 の 圧縮強度の 差を考慮する ため，コ

ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの 平均応力を無 拘束

供 試体 の 圧 縮強度 で 除 し，無 次元化 して い る、

　図一6 に 示 され るよ うに ，供試体全 長変位か ら

求 め られ る 平均化応 カ
ー

ひ ず み 関係 は ，横拘束

筋拘束形状に よ り現れ る コ ン フ ァ イ ン ド効果が

大 き く異 な り，円形断 面 とす る こ とで ，コ ア コ

ン ク リー トに は効果的に横拘束圧 が与え られ て

い る こ と が 確 認 され る。ひず み停滞領 域 の 存在

に よ り ， 定義 し た破壊領域内 の 平均 化応カ
ー

ひ

ずみ 関係は ，図 一2 の ゲージ番 号 5 や 6 の よ うな

完 全弾塑 性 型 とは な らな い が ，圧 縮 強度発現後

の 軟化勾配 の 供試体毎の 差は小 さい 。当然，破

壊領域 の 小 さい 供試 体で は ，破壊領域内 と供試

体全 長に 対 し て 得 られ る平均化応 カ
ー

ひず み 関

係 の 圧縮強度発現 後 の 差 は大 き くな る 。

4．圧 縮破壊 エ ネ ル ギーを介 した コ ン フ ァ イ ン ド

　 コ ン ク リ
ー

トの 平 均化応 カ
ー

ひ ずみ 関係

4．1 圧縮破壊 エ ネ ル ギ
ー

　参考文献 1）では， コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの 圧縮破壊 エ ネ ル ギ
ーGfrを図

一7 に 示す応 カ

ー
変位 曲線 下 の 斜線部の 面積で 定義 し た 。本研

究 で は ，
こ の 定義に従 い 各供試 体 の 圧縮破壊 エ

ネル ギ
ー

を算出 し，伍 c
の 算定式 を表一1 に 示 す

18 体 の RC 円柱 の 実験結果 をもとに 作成 した。

結果 を式〔3）に 示す ，砺、は， o、．o や pe の ほ か に ，

無拘 束供試体 の 実験結果 の 回帰か ら得 られ た圧

縮破壊 エ ネル ギー（加 や鉄筋強度 の 影響 を考慮

す るパ ラ メ ー
タ kaの 関数 となっ た。

　　　玉 。

G
・…

． 4753 卑 　 　 （・）
　 　 　 σ 匚、〔）　　 　　 　　 σ

vo 　　　　　　σ
‘
、0
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　　　 Gi
とo

；80− 50kb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　　　k
．
、． 1． ψ

一
ん 　　　　　（5）

　　　　　　　　 五v

　 　 　 　 　 40
　　　 kb＝一 ≦LO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　 　 　 　 　 σ ‘0

4．2 平均化応カー
ひ ずみ 関係 の 提案

　 コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リー
トの 平均化 応カ

ー

ひ ずみ 関係は，参考文献 1）と同様 に，圧縮強度

に 達 した点（e、．e ，cr、，、．）と圧 縮強度発現後に応力が

50％低 下 した 点（eso　，0．5　a
，
．．）を通 る関数 と し た。

こ の うち ， 応力上昇域は Fa5tis　and 　Shah5）の モ デ

ル を用 い た。一方，圧 縮強度発 現後 の 軟化曲線

は ，Cusson 　and 　Paultre4）
の モ デル を用 い た。

　σ
、．とe

，e
は 式（1）の 有効横拘束圧 p ， を用 い て 回

帰 した。結果 を式の お よび（8）に 示 す。また，E50

は ，式（3）の 圧縮破壊 エ ネ ル ギー G
ブ、、 を用 い て 式

（9〕に よ り算定する
D。

舞
一1… 欄

淞

s・・t・・

％ ・ … 5〔ザ
s

・・　
一

・e
・… 号匿

一

号〕

（7）

（8）

（9）

こ こ に ，編 は平均 化応 カ
ー

ひ ずみ 関係を求め た

い 着 目区間の 長さ（ひずみ の 平均化 長 さ）で ある。

4，3 提案モデル の検証

　提案式 と実験結果の 比較の 一
例 を図

一8 お よ

び 図
一9 に示す 。 図

一8 は，供試 体全長で生 じる

平均 ひ ず み ，図一9 は ，破壊領域で 生 じ る平均 ひ

ずみ を基に して い る 。 圧 縮 破壊 エ ネ ル ギー
を介

する こ とによ り，式（9）の Lm を Lp に変更す る こ

との み で ，ひずみ の 平均化長 さ（圧 縮変位の 計測

長）に関 わ らず，精 度良 く実験結果 を再現で きて

い る こ とが確認 される。

5．ま とめ

　本研 究の ま とめ を以下に 示す。

（1）破 壊領域長 さに 影響す るパ ラ メー
タを実験時

　 の 観察を基に同定 し， そ の 領域長 さを定義す

　　る とともに ，断面形状に依存 しない 統
一的破

　 壊領域長 さの 回帰式 を作成 した 。

（2）圧 縮破壊 ヱ ネル ギー
を介 した コ ン フ ァ イ ン

　　ドコ ン ク リ
ー

トの 平 均化応 カ
ー

ひ ずみ 関係

　　を提 案 し た。提案モ デ ル は
， 供試体諸元 ， お

　　よ び ひずみ の 平均化長 さに関 わ らず実験結果

　　を精度良 く再現可能で あ る こ とを確認 した。

　今後は，超高強度 RC 円柱や ，断 面幅に対する

高さ の 比 が様 々 に異なる RC 柱の
一一wt圧 縮実験を

行い ，そ の 圧縮破壊 特性 を解明する 。 また，構成

材 料 の 強度や 横拘束筋拘束形状に 関わ らず統一

的 に 適用可能 な コ ン フ ァ イ ン ドコ ン ク リ
ー

トの

平均化応カ ー
ひ ずみ 関係の 提 案や ，そ れ ら の 曲げ

部材の 設計 へ の適用性 な どを検証予定であ る 。
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